
【開催概要】
展覧会名： 笹山直規＋釣崎清隆 展覧会「ＩＭＰＡＣＴ」

会期： ２０１５年１２月１３日（日）～１２月２０日（日）
会場： 素人の乱１２号店 「ナオ ナカムラ」

東京都杉並区高円寺北３－８－1２ フデノビル２Ｆ
開場時間： １３：００～２０：００（会期中無休）
入場料： 無料
作家： 笹山直規、釣崎清隆
イベント： オープニングレセプション １３日（日）１８：００～

お問い合せ： ｎａｋａｍｕｒａｎａｏ１９９００７１５＠ｇｍａｉｌ．ｃｏｍ
０８０－４３４７－１８８７ （展覧会担当：中村奈央）

ウェブサイト： ｈｔｔｐ：//ｎａｏｎａｋａｍｕｒａ.ｂｌｏｇｓｐｏｔ.ｊｐ/

笹山直規+釣崎清隆展覧会「ＩＭＰＡＣＴ」

この度、高円寺にあります素人の乱１２号店「ナオナカムラ」では、笹山直規＋釣崎清隆による展覧会「ＩＭＰＡＣＴ」を
開催いたします。
今展覧会では、ネット上に溢れる死体画像から美を追求し描きおこす死体画家の笹山直規と、世界の最前線で死体
から美をきり撮る死体写真家の釣崎清隆の２人による女性の死体にフォーカスした作品を発表します。
根源である命の誕生とその終わりに対して強まるレギュレーションとタブー視される今の日本で、あえて「女性の死体」
というモチーフで美術の本質を問いただすことは、本来必然的なことなのではないでしょうか。
笹山直規と釣崎清隆による待望の２人展をこの機会にどうぞご覧ください。

高円寺駅北口より徒歩７分



この度、高円寺にあります素人の乱１２号店「ナオナカムラ」では、笹山直規＋
釣崎清隆展覧会「ＩＭＰＡＣＴ」を開催いたします。

今展覧会では、ネット上に溢れる死体画像から美を追求し描きおこす死体画家
の笹山直規と、世界の最前線で死体から美をきり撮る死体写真家の釣崎清隆
の２人による女性の死体にフォーカスした作品を発表します。
ヴィーナスともされる女性の肉体はエロスとタナトスに寄り添う究極の美の象徴
であり、死体になりバラバラになろうとも美しい風景として存在します。

笹山直規は、１９８１年生まれ。２００４年より事故現場をメインテーマに、２００５年
に死刑囚の最後の食事を描いたシリーズなど事故や死刑囚、死体といった生と
死をテーマに自作の水彩絵具で絵画を制作しています。

釣崎清隆は、１９６６年生まれ。１９９４年よりタイやコロンビア、メキシコなど世界各
国の犯罪現場や紛争地域でこれまでに１０００体以上の死体を撮影するとともに、
映像作家や文筆家としても活躍しています。

惨事が広がる危険な場において死体と対話する行為は現実と真摯に向き合う
儀式であり、一方でそれらは美術の本質を追求し回帰することにもリンクします。
根源である命の誕生とその終わりに対して強まるレギュレーションとタブー視さ
れる今の日本で、あえて「女性の死体」というモチーフで美術の本質を問いただ
すことは、本来必然的なことなのではないでしょうか。

笹山直規と釣崎清隆による待望の２人展をこの機会にどうぞご覧ください。

ディレクター 中村奈央



「女性の死体」をテーマに死体写真家、釣崎清隆氏との2人展をナオナカムラで
開催致します。

世界の美術史に於いて、女性の肉体は美の極地とされてきました。
ルネサンス期にはテンペラ画やフレスコ画よりも、さらに女性の肌の輝きを忠実に
表現するために油彩絵具が開発されました。
女性の肉体（裸体）が至極のモティーフとして、今日まで様々な絵画、彫刻、建築
物などに登場しています。

私はインターネット上に氾濫する死体画像を蒐集し、絵を描いています。
交通事故の現場で女性の肉体は、まるで人形のように関節が逆に曲がり、日常を
超越した不可思議な格好をしています。
絵画（アート）とは言い換えれば「ポーズ（構図）」の歴史であると私は解釈していま
すが、事故で偶然生まれた死のポージングに、今日的な新しい美の可能性を見出
しました。

釣崎氏は、己の身の危険も顧みず世界中の犯罪現場、紛争地域などに出向き、
芸術のために孤軍奮闘している稀有なアーティストです。
目も当てれぬ凄惨な現場から美を抽出するスタンスは、私自身の指針ともなって
おります。

そんな極北の表現を追求する両者の作品を通じて「芸術とはなにか？美とはなに
か？」を問いなおす機会になればと考えております。

笹山直規



笹山直規（Ｎａｏｋｉ Ｓａｓａｙａｍａ）

１９８１年滋賀県生まれ。２００５年大阪芸術大学を卒業。２００４年より事故現場をメイン
テーマに、２００５年に死刑囚の最後の食事を描いたシリーズ「Ｔｈｅ Ｌａｓｔ Ｍｅａｌ」など
事故や死刑囚、死体といった生と死をテーマに自作の水彩絵具で絵画を制作。



釣崎清隆（Ｔｓｕｒｉｓａｋｉ Ｋｉｙｏｔａｋａ）

１９６６年富山県生まれ。慶應義塾大学文学部を卒業後、ＡＶ監督を経て、１９９４年より
タイやコロンビア、メキシコなど世界各国の犯罪現場や紛争地域でこれまでに１０００体
以上の死体を撮影するとともに、映像作家や文筆家としても活躍。



【関連イベント】

『進捗ナイト』【出張版】 死体忘年会２０１５

日時： １２月１４日（月） １９：３０～（開場１８：３０～）
会場： 高円寺「Ｐｕｎｄｉｔ’」東京都杉並区高円寺北３－８－１２
出演： 釣崎清隆（死体写真家）、ケロッピー前田（身体改造ジャーナリスト）
ゲスト： 笹山直規（死体画家）
司会： 福田光睦（モダンフリークスＴＶ）
料金： ２，０００（１，８００）円

※（ ）内は前売り料金。飲食代別
ご予約： ｈｔｔｐ：//ｐｕｎｄｉｔ.ｊｐ/
主催： Ｍｏｄｅｒｎ Ｆｒｅａｋｓ Ｉｎｃ．


